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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、βアミロイドペプチド結合タンパク質です。7つの膜貫通ドメインを持つGタンパク質共役受容体スーパーファミリーの構造モジュールと関連し、ヘテロ三量体Gタンパク質の活性化に重要なことが知られています。βアミロイドペプチドは、アルツハイマー病で観察されるニューロン死と、それに伴う認知能力の低下の原因因子であることが確立されています。このタンパク質は神経毒性のあるβアミロイドペプチドの標的となる可能性があり、Gタンパク質制御性の細胞死プログラムを介して、βアミロイドペプチドの毒性に対する細胞の脆弱性を媒介している可能性があります。この遺伝子には複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2016年2月]、注意：当初はGタンパク質と共役することでβアミロイドの毒性を調節すると考えられていました（PubMed:11278849）。しかし、PubMed:12836168は、この効果が直接的ではないことを示した。,機能:β-APP42との相互作用を介してβ-アミロイド誘導性アポトーシスに関与する可能性がある。,PTM:N-グリコシル化されている。,類似性:TM2ファミリーに属する。,サブユニット:APPのβ-APP42（β-アミロイドタンパク質42）ペプチドと相互作用する。,組織特異性:広く発現している。,
	研究分野
	細胞生物学、アポトーシス、受容体、受容体プロセシング、シグナル伝達、シグナル伝達経路、Gタンパク質シグナル伝達、GPCR、がん、細胞死
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	SW480細胞溶解液のウェスタンブロット分析、TM2D1ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

